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流
山

野党共闘も貴重な成果

周知のように７月の参議院選挙で自公の与党が多数

を制し、改憲勢力が2/3を超えるという結果になりま

した。「改憲の必要なし」という国民の過半数の声を

承知で安倍政権は徹底的に憲法問題を避け、専ら都合

のいいデータだけを並べてアベノミクスの成果があっ

たといい、自公の共闘は棚に上げて野党共闘を野合だ

と攻撃。しかしそれでも野党共闘は11の一人区で当

選を果たす成果を上げ、東北や沖縄では現職大臣を落

として野党側が勝利した。原発被害からの復興の見通

しさえ立たず、ＴＰＰの追い打ちもかかる東北、県民

世論が一致して辺野古の新米軍基地に反対しているの

に、無理やり押し付けられようとしている沖縄など切

実な課題を抱えた地域の人々が真剣に政治を考えた結

果の選択で、政府与党を支持しなかったわけです。

同様なことが鹿児島でも起こりました。

私たちも憲法九条を守ることをいかに身近な、切実

な課題につながっているかを知ってもらうかが勝負。

・

安全保障関係法（戦争法）の成立で自衛隊の海外派兵が

拡大したため、危険度も増し、自衛隊の志願者が減る一

方、自衛隊はその存在をアピ－ルし、隊員の身分保障に

も力を入れなければならなくなっています。自衛隊の広

報活動として、基地の公開などは知られていますが、民

間企業の研修などに体験入隊が利用され、地方公務員に

も広がっています。そして子供たちも。

大阪の和泉市では６月に市の新任課長補佐級の職員全

員に自衛隊への体験入隊を命じました。「チームワーク

の達成感」「リーダーシップ」「危機対応能力」などの

研修だと言います。

さらに高校生や中学

生にまで自衛隊の見学

だけでなく宿泊の体験

学習をさせている例が

問題になっています。

「規律ある生活を学ぶ」

などといいますが、長野県では中学生に「匍匐前進」ま

で。「匍匐前進」というのはいかに敵に見つからずに戦

うかという戦争そのものであり、体験学習とは全く異質

な非教育的なものというほかありません。これらが「総

合的学習」という科目の一環として行われているのです。

この科目は日本の教育内容が知識の断片を教えるだけだ

という批判から生まれたものですが、自衛隊の体験学習

などは学習指導要領（これ自体が問題ですが）でいう

「自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判

断し……」からさえ外れているのではないでしょうか。

◆市町村などへの就活……自衛隊はいま地方公共団体で

隊員の能力・ 経験を活してほしいと、防災・危機管理担

当者として、採用を働きかけています。自衛隊員の再就

職です。千葉県でも採用している市が11挙げられており、

当流山市もその一つです。

昨年から内閣府の「地域防災マネージャー制度」がス

タートし「地域防災マネージャー」に認定された退職自

衛官を採用した地方自治体に対して国から補助。人件費

の半額が特別交付税として支給されることになったので

す。人件費抑制のためこれを利用する自治体が今後増え

ると思われます。原発や軍事基地と同様に金によって自

治体を思うように操る仕組みがここにも。

憲法学習会のおしらせ
参議院選挙の結果を受け、改憲問題がいよいよ現

実のものとなってきました。改憲派はどのような日

本にしようとしているのかをまずしっかり知ろう。

と学習会を計画しました。

この後も連続で行いたいと考えています。講演会

ではなく問題提起をしていただいて、みんなで討論

学習をして深めたいと考えています。選挙などを通

じて様々な人と議論しながら感じた疑問。訊かれた

けどうまく答えられなかった問題など、いろいろお

持ちと思います。率直に話し合って納得できる会に

したいと思います。気軽にご参加ください。

流山憲法学習会 ＮＯ.1

「自民党改憲案のめざすもの」

８月２７日（土）
１３：３０～ 北部公民館講義室

講師 高野哲郎さん
高校教師、大学講師、全国民主主義

教育研究会会長など 流山市在住
参加費無料



流山
◆８月９日（火）「おおたかの森駅」

１５:３０～ 宣伝

☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺

カンパはこちらの郵便振替口座へ
００１３０-５-４６４７３５ 口座名 九条の会流山

郵貯の口座をお持ちの方はATMで振込用紙を使わずに直接上記の

口座に振り込んでいただくと振込料は無料です

８月１９日（金）１８：３０～

場所：衆議院第２議員会館前

主催：戦争させない・９条壊すな！

ご紹介 今夏の平和を考えるテレビ番組

８/４（木） ＮＨＫ総合 後２：05～

ドラマ「ふろたき大将 故郷に帰る」原爆孤児だった徳三

は、12歳で児童養護施設の似島学園に収容された。

園長のはからいで、学園の風呂たき係をまかされる。生き

ることに自信を持って学園を卒業するが、その後事情があっ

て学園から遠ざかっていた。ある出来事をきっかけに66

年ぶりに似島を訪れ､かつての記憶がよみがえった徳三の

心に変化が起きる。（ＮＨＫ広島制作）

８/６日（土） ＮＨＫラジオ第１ 後９:05～９:55

あの日、母は少女だった～被爆の記憶をたどる母と息子

の対話」広島県大竹市に住む渡邉弘子さん（83）は、13

歳の時、「建物疎開」に動員され被爆。大やけどを負い、

いまも左手は曲がり指も３本が動かない。しかし、不自由

な手で美容院を経営しながら、息子の彰敏さん（60）を

育てた。体験をくわしく語ることのなかった弘子さんは、

３年前に夫が亡くなってから語り始めた。

８/６日（土）ＮＨＫラジオ第１ 後10：00～11：00

「妻」から「夫」へ ～被爆を語り継ぐ ある夫婦の物

語～今年４月、一人の被爆者が亡くなった。居森清子さん

（享年82）。爆心地から350ｍの小学校で被爆し、たっ

た一人生き残った児童である。他に類を持たない「被爆に

よる４つのがん」と闘いながら、「語り部」の活動を続け

てきた。清子さんの介護をしながら語り部活動も支え続け

てきた夫のきみてる公照さん（81）

「私の思いを知っているのは、あなただけ。受け継いで欲

しい」という清子さんの遺志を継ぎ、この７月に語り部活

動を始める決意をします。

８/６（土） ＮＨＫ総合 後９：00～９：50

ＮＨＫスペシャル「原爆投下 書き替えられた真実」ト

ルーマン大統領は、広島・長崎の「市街地」への投下に気

づいていなかった？原爆投下は終始軍の主導？

８/６（土）ＮＨＫＥテレ 後11：00～深夜0:00

ＥＴＶ特集「54枚の写真～長崎・被爆者を訪ねて～」

「ＡＢＣＣ（現・放射線影響研究所）」を立ち上げる際に

撮影された写真群。被爆者を研究対象とする世界初の計画

の原点を記録した。日本は国勢調査を通じて被爆者の所在

を割り出したり、助産婦を通じて被爆者の子どもも研究対

象とするなど具体的な調査方法を立案していた。

８/７（日） ＮＨＫ総合 後９：00～９：50

ＮＨＫスペシャル「ある文民警官の死～カンボジアＰＫ

Ｏ 23年目の真実」1993年５月４日。タイ国境に近いカ

ンボジア北西部アンビルで、ＵＮＴＡＣ（国連カンボジア

暫定統治機構）に参加していた日本人警察官が、ポルポト

派とみられる武装ゲリラの襲撃を受け死傷。検証されるこ

となく、23年の歳月が流れた。

８/13（土） ＮＨＫＢＳプレミアム 後7:30～9:00

映像の世紀プレミアム「戦争 科学者たちの栄光と絶望」

発明家ガトリングは、戦死者を減らそうと「１台で100人

分の働きを出来る機械を発明できたら、戦争に投入される

兵士の数は激減し、」と考え、機関銃を作った。しかし、

機関銃によって近代戦争は一変し、戦死者は急増した。ラ

イト兄弟は世界初の軍用機を作り、化学者フリッパーは毒

ガス兵器を生み、第一次世界大戦は科学の実験場となって

いく。さらに、第二次世界大戦では、国家は兵器開発に天

文学的な予算を投入した。ロケット開発を目指した天才科

学者フォン・ブラウンは、ヒトラーのために弾道ミサイル

を開発し、ブラックホールの研究に没頭していた物理学者

オッペンハイマーは、マンハッタン計画の責任者に選ばれ、

原爆を開発した。科学者たちの「活躍」と「絶望」から、2

0世紀の戦争の変遷を読み解いて行く。

８/13（土） ＮＨＫ総合 後9:00～9:50

ＮＨＫスペシャル「オキナワ”空白の１年”～戦後はこ

うして始まった～」1945年８月15日、沖縄では、沖縄戦

を生き抜いた人びとのおよそ９割が「収容所」に入れられ、

本土とは、全く別の「戦後」が始まった。アメリカでもな

く、日本でもない”空白の状態”の沖縄が次第に「基地の

島」へと変貌

８/13（土）ＮＨＫＥテレ 後11:00～深夜0:00

ＥＴＶ特集「加藤周一 その青春と戦争」 京都の立命

館大学で、戦後を代表する思想家・加藤周一の未公開資料。

知識人が雪崩を打つように戦争に加担していった時代に、

なぜ加藤は透徹した批判精神を持ち得たのか。

８/14（日） ＮＨＫ総合 後9：00～９：50

ＮＨＫスペシャル「村人はこうして満州へ送られた～国

策『満蒙開拓』71年目の真実～」1945年８月9日、旧満州

（中国東北部）。ソ連の侵攻で撤退した日本軍に取り残さ

れた人びとは攻撃にさらされ、およそ８万人が亡くなり、

中国残留孤児などの悲劇を生んだ。これまで「関係資料は

破棄されたが村長の日記や極秘文書が見つかった。

８/15（月） ＮＨＫＥテレ 後８：00～８：30

ハートネットＴＶ シリーズ 戦後71年目「忘れられな

い雨～認知症と沖縄戦～」沖縄戦を経験した認知症の高齢

者たちは、沖縄戦の記憶が鮮烈によみがえり、苦しんでい

る。物忘れなどが進む中で、最後まで残された記憶と向き

あう姿を見つめる。

８/15（月）ＮＨＫ総合 後８：00～８：50

ＮＨＫスペシャル「ふたりの贖罪 日本とアメリカ・憎

しみを越えて」真珠湾攻撃の総指揮官であり、ラバウル、

ミッドウェーと修羅場をくぐってきた淵田美津雄は、戦後

キリスト教徒となり、アメリカに渡り伝道者となる。彼を

回心させたのは、元米軍のパイロット、ジェイコブ・ディ

シェイザー。真珠湾への復讐心から日本本土への空襲を志

願、名古屋に４発の爆弾を投下した。彼もまた戦後キリス

ト教徒として回心し、自分が爆撃した名古屋を拠点に宣教

師となった。

総がかり実行委員会

８月１９日（金）～２１（日）

とうかつ平和のための戦争展
於：柏市中央公民館 柏駅より徒歩10分

戦争展


